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　 　 　 　 　 　 大 麦 糠 の 無 蒸 煮 ア
．
ル コ ール 発 酵 に よ る 紫 色 素 生 産 （第 9報 ）

　　401　 酸 素 介 在 厚 応 に よ る 紫 色 m （h 。 ・ d ・ uini ・ ）生 成

　 　 　 　 　 　 O 中 山
一

朗 ，須 田 郁 夫 气 寺 本 祐 司 ，大 庭 理 一郎 ，上 田 誠 之 助

　 　 　 　 　 　 （熊 本 工 大 ・応 微 工 ．
°
九 州 農 試 ）

目 的 　．大 麦 糠 を ．発 酵 原 料 に
1
し て ，省 エ ネ ．ル ギ

ー
的 な 無 蒸 煮 ア ル コ

ー
ル 発 酵 を 行 っ た 結 果 ，

発 酵 濾 液 か ら エ タ ノ ー ル 以 外 に 高 分 子 縮 合 タ ン ．ニ ン 系 の 紫 色 素 が 多 量 に 生 成 さ れ る 。発 酵

漣 液 を ．癸 酵 管．を 付 け た 還 元 状 態 か ら 綿 推 を し た 酸 化 的な 募 囲 気 下 に 移 ず と 紫 色 絮 が 生 成

さ れ る 。 こ の こ
．
と か ら 紫 色 素 生 成 に は 活 性 酸 素 め 関 与 が 考 え ら

．
れ る 。本 研 穽 で は 紫 色 素 生

成 に 対 す る 光 や 活 性 酸 素 ，HzO2 の 影 響 を 調 べ ，紫 色 素 の 生 成 メ カ ニ ズ ム に つ い て 考 察 を 行

フ た 。、

方 法
．
大 麦 糠 を 発 酵 原 料 に 用 い ， パ ン 酵 母 懸 濁 液 を 添 加 し て 　IN　 HC 【で pH 　 3．5 に 調 整 し た

後 ， 30 ℃ で e 日 間 無 蒸 煮 ア ル コ ール 発 酵 を 行 っ た 。 そ の 発 酵 濾 液 を TOYO 　 No ．5C 濾 紙 と

0、65 跚 メ ン ブ ラ ン フ ィ ル タ
ー

で 吸 引 濾 過 し た 後 ，酸 素 又 は 窒 素 置 換 を 行．
っ た

．
。
．
一方 ． さ ま

ざ ま な 濃 度 の 馬 Oz も 添 加 し ， こ れ ら の サ ン プ ル を 5℃ の 明 所 ， 暗 所 に て 静 置 し た 。 そ の 後

紫 色 素 の 連 続 吸 収 ス ペ ク ト ル を 測 定 し ， ま た 最 大 吸 収 が 観 察 さ れ た 490nm の 吸 光 度 の 上 昇

も 測 定 し た 。

結 果 大 麦 糠 発 酵 濾 液 を 酸 素 置 換 し て 暗 所 ．で 静 置 し た と こ ろ ・窒 蕀 換 し た 発 醐 液 と 比

較 し て 　490 口 m 付 近 の 吸 光 度 の 上 昇 が 高 く 観 察 さ れ ，紫 色 素 生 成 が 促 進 さ れ て い た
。 明 所 で

静 置 し た 場 合 で は さ ら に 顕 著 ．な 結 果 が 得 ら れ た こ と か ら 、紫 色 素 生 成 は 酸 ．素 介 在 反 応 で あ

る こ と が 判 っ た 。 そ こ で 作 用 メ カ ニ ズ．ム 解 明 の た め に 恥 02 を 添 加 し た と こ ろ ， 紫 色 素 生 成

1こ 対 し て 促 進 効 果 が 示 さ れ た こ と か ら ，紫 色 素 生 成 に は 恥 02 ， あ る い は そ れ か ら 派 生 ず る

・OH が 関 与 し て い る と 考 察 し た 。
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脂 肪 酸 耐 性 突 然 変 異 株 に よ ．る 油 培 地 に お．け る セ フ ァ マ イ シ ン C の 発 酵 生 産

（静大
・
農 ・応生化｝○井上宏志 ・朴　龍洙

・
岡部満康

帽 的1　 セ フ ァ マ イ シ ン C 生産菌 で あ るStreptomyces 　．＄p．　P6621株は 脂肪酸 、こ と に リ ノ ール 酸 に よ り強

い 増殖 阻害を受
．
け る 。 大豆油を単一の炭素源 とする 液体培養 に お い て は 培養液中に 025　gAの 脂肪酸が蓄積す

る と、そ れ 以降は急激な溶菌が認め ら れ たq そ こ で リ ノ
「

ル 酸耐性窄然変異株 を取得す る こ とで高収量 の セ ．

フ ナ マ イ シン Cが得ら れる の では な い
．
か と仮定 し 、 リノール 酸耐性突然変異株 の 取得 を試 み た。

防 法】 マフ ・ マ イ シ ン C 蜂 蘇 ε ・p・P6621 株をUV を卿 て突然変興 理 …を し．リ ノ
『

ル 酸゜・°5911艙

むYS 寒 天培地 （酵母 エ キ ス 02 ％、可溶性デ
．
ン プン 1％、窪天 1．5％） で 変異株 を選別 した 。 こ こ で 得 られた

醂 を
．
リ ノ 』ル 酸 α2σIY晴体培坤で讖 齦 と う鱶 絎 ない 騨 して くる菌榊 選肌 ・さ らに リ ノ 冖

ル 酸濃度を段階的 （O．3〜（巧 臼11） に 上 げた液体培地 で試験管振 と う培養を繰り返す こ と に よ り最 終的に O．5

91｝リ ノ
ー

ル 酸耐性突然変異株 を2株得 た。
．
【結果」　 変異株U −‡2・2株 を大豆 油3 ％、大豆粉1％、魚粉 1％、酵母 工 キス 0．1％、肉 工 キス Oj ％ 、チ オ

硫酸ナ ドリウム 0．5％、L一リジ ン 塩酸塩 0．1％ 、リン 酸水素 ニ カ リ ウム O．05 ％、　（pH7 ．0） の 培 地 25　ml を30
．

℃ で 振 と う培養し た 。 その 結果
！

明．ら か に 大豆油の 資化速度が変化 した と思 わ れ る U−12−2株 を分離 し た。現

在本株を親株と す る変異処理 を行な っ て い る 。
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